
『
軍
事
大
国
へ
の
幻
想』
か
ろ）
と
明
前
に、
現
行
憲法
下
に
お
け
る
自
衛
力

言
し
て、
現
行
中胴体出
は、
「
現
状
維持」
を
充実
し
て、
国
際
社
会
の一
員
と
し

で
よ
く
本
質的
に
改
定
の
必
要
の
な
い
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
先
決
聞

と
と
を
主
張
し
て
い
る。

題」
と一
見
もっ
と
も
な
見
解
を一
示レ

つ
つ、
乙
乙
で
も
「
改
憲必
要
な
し」

「核の選択」徹底批判
を
ダ
メ
押レ
し
て
い
る。

第
二
の、
猪
木
氏
の
専
円
で
あ
る「
防

第
三
の
日
米
安
保
の
検討
に
つ
い
て

衛問題」
に
関
し
て
は、
さ
す
が
康代
は、
昨
年
出
た
清
水
幾
太
郎氏
の
蓄

自
民
党
政
府
の
怠
慢
を
批
判
し
て
い
『
日
本
よ
国
家
た
れ』
へ
の
反
論
と
し

る。
す
な
わ
ち
百
本
の
防
衛予
算
は
て、
前
出
の

皇君
中
で、
清
水
氏
が

非
常
に
少な
い。
乙
ん
な
国
は
世
界
の
「
核の
選
芭
を
持
ち
出
し
て
い
る
と

文
明
国
の
な
か
に
な
い。

少な
く
と
も
と
を
徹
底
的
に
批判、
「
通
常
兵
力
の

予
算
の一
割
以
上
を
使
う
の
が
常
識

整隔を示
ず
究
決」
と
し
て、
清
水
氏

の、
「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る」
の
テ

ー
マ
で
「
日
本
国
窓伝
第
九
条
の一
項

が、
国
際
紛争
の
解
決
の
手
取と
し
て

は、
戦
争
を
永
久に
放
宗レ
た
乙
と
は、

平
和
の
大
義へ
の
日
本
国
民
の
重
大
な

賃
献
で
あっ
た」
と
積
極的
に
評価。

そ
し
て
「
前
項
の
目
的
を
手
る
た
め

ーーと
い
う一

旬を
帰
入
す
る
と
と
に

よっ
て、
自
衛力
の
保
持
を
可
能
に
し

た
芦
田
期首
相
の
功
績
は
大
き
い。
第

九
条一

項の
戦
争
放
棄と
い
う
理
想主

義
と、
同二
項に
よ
る
自
衛力
と
い
う

現
実
主
義
と
は
表
裏一
体
と
なっ
て、
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保
守
化
の
流れ
は

時
代
の
すっ
勢
で
あ

る。
戦
後
の
潮
流
を

リ
ー
ド
し
続
け
た
左

翼マ
ル
キ
ス
ト
た
ち

は、
今
日
で
は
少
数

派
に
追
い
や
ら
れ
つ

つ
あ
る。
当
然、「
憲

法・
防
衛」
論
争
の

巾
心
点
も
変
化
し、

か
つ
て
与党
と
野
党

の
閣
で
経ん
に
論
議

さ
れ
た
非
武
窒
中
立

命
や
永
山一
申立
論
で

は
な
く、
す
で
に
見

て
き
た
よ
う
な
「
改

選」
の
是
非、
防
衛力
潜
強
の
程度、

日
米
安
保
の
再
検討
が
必
要
か
否
か

！
と
いっ
た
三
つ
の
方
向
に
あ
る。

「
野
党
の刀
が
相
対
的
に
低下
し
た

た
め、
保
守
勢
力
内
で
そ
う
し
た
論
争

政
府・
官
僚
に
具
体
的
影
響
力

事
実
上
タ
ナ
上
げ
主
張

平
和
国
家・
日
本
の
進
路
を
照
す
の

だ」
（
五
十一
年
八
月
士ハ
日）
と
述

べ、
現
滋訟
に
高
い
評価
を
与え
て
い

る。さ
ら
に
い
え
ば
「
日
本
国
滋法
は、

自
衛の
た
め
の
戦
力
保
持
を
排
除
し
た

わ
け
で
は
な
く、
し
た
がっ
て
日
本
国

か
ら
国
家
と
し
て
の
要
件
を
奪っ
た

り、
H
去
勢μ
し
た
り
し
た
わ
け
で
は

決
し
て
な
い。
し
か
し
第
九
条
が、
軍
事

大
国
に
な
る
と
と
を
阻比
し
て
い
る
と

と
は
た
し
か
で
あ
る」
（
猪
木
正
道
著

だo
こ
の
点
日
本
は二
十一
年
間
サ
ボ
の
主
張
は
「
軍
事
大
国
に
な
れ」
と
い

ッ
て
き
た」
（
「
工
コ
ノ
ミ
ス
ト」
即
つ
も
の
だ
と商一
題
に
も
し
な
い
筏
詮
で

年
日
月
川百
号）

あ
る。

そ
し
て、
前
出
の
日
米
会
談
前
の
正

こ
れ
ら
の
猪
木
氏
の
主
張・
見
解
を

i
論
で
も
「
六
十二
年
ま
で
に
で
な
く、

総合
す
れ
ば、
明
ら
か
に
態
態・
現
状

両
三
年
の
う
ち
に
長
例
の
防
衛力

維持
の
論
理・
主
張
と
判
断さ
れ
て
当

を
逮茂
し、
さ
ち
に一

歩進
め
て、
過

懇ι
ろ
う。
ζつ
し
た、
事
実
上
の「
護

大
で
も
過小
で
も
な
い
自
衛力
を
幣備
態派」
の
政
治
勢
力
は、

吉田
主
資派

す
る
具
体
的
構
想佐
レ
ー
ガ
ン
大
統領
の
流れ
を
く
む
政
府・
自
民
党
の
有
力

に
提
示」
すべ
き
で
あ
る
と
述べ
て
い
者
た
ち
の
採用
す
る
防
衛・

窓密
政
策

る。

の
基
本
に
なっ
て
い
る。
そ
れ
は
同
氏

し
か
し、
「
改
璽珊
を
叫
ぶ
よ
り
も
が、

改太
平
首
相
の
九
つ
あっ
た
私的
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諮問
機
関
の
中
の一
つ
「
総
合
安
全
保

後
に
「
平
和・
安
保
習
に
理
事
長
と

障
研
究
グ
ル
ー
プ」
の
議
長
を
し
て
い

、

し
て
移
＠。

鳩山追放を惜しまず

た
こ
と
か
ら
も、
明
ら
か
だ
ろ
う。

、

乙
の
猪
木
氏
の
グ
ル
ー
プ
は、
今
日、

と
こ
ろ
で、

笠金
が、
な
支
百

そ
の
猪
木
氏
が、
な
ぜ
国
防
の
第一

学
界
の
中
で
主
流
を
よ層、
政
府
の
外

の
社
会
的
立
場
（
吉田
主
謀
の
ブ
レ
線
に
責
任
を
も
っ、
制
服の
最
高
幹部
交・
防
衛政
策
に
大
き
な
影
響
与え

l
ン）
を
旬。
に
至っ
た
の
か、

のな
を
養成
す
る
防
大
校
長
に
就仕
で
き
た
て
い
る。
そ
の
氏
名
を
あ
げ
れ
ば、w
御

か
ら
ず
疑
問
を
あ
っ
人
も
少
な
く
な
の
か。
そ
れ
は、
同
氏
が
京
都
大
学
法
三
家μ
と
し
て、
高
坂
正
案
京
大
教
授、

ぃ。
な
ザな
色、
町
民
は、
戦
前
のH
戦
学
部
教
授時
代
の
直
弟子
で
あ
る
高
坂
佐
藤
誠三
郎
東
大
教
授、
神
谷
不二
慶

闘的
自由
主
義
者r、
河合
栄治
郎
東

正
莞
民
の
推
鼓じあ
る、
と
す
る
見
方
大
教
授が
あ肘
伝
新転
R
L」
の
外
に、

大
教
授
の
薫
陶
を
受
け、
そ
の
思
礎
的
が
有
力
で
あ
る。

志水
速
雄、
中
嶋
嶺
雄の
両
東
京
外
大

政

審昨
喜
一－
t

高
坂
氏
は、
吉
田
元
首
相
が
政
界
か
教
授ぺ
木
村
汎
北
大
教
授、
矢野
暢
京

醐齢
J必鱗
で
引
退し
た
六
三
更
昭和
三

大年）
大
教
授、
佐
瀬昌
害
事
警
い
つ

戯画調繍機織機教パ：r
大
の
直
後
に、
「宰
相古
田
宮
と
い
う
た
学
者
グ
ル
ー
プ
が
あ
る。

一締役ym玄三線二
ぺ
宗
論
文
を、
中
央公
論
に
発
表、
「
当
時

こ
れ
ら、
H
猪
木
グ
ル
ー
プM
の
学

ム
ー
ゑ
？
の
論
壇
（
知
識人
の
富
評
価は
緊
者
た
ち
は、
防
富
題
で
は、
猪
木
氏

機
離
轍
鰭粧
っ
た）
安
ブ
ー
を
破
っ
て

富
を
と
同

署
に
受
を
つ
け
る。
だ
が

議
f－J
芸
高
高

言
し
た
論
文」
（
高
霊

霊

童
富では、
「
在、
『変え
る

いぬ泌総ゑ対校絞rhy伽

it
jM
it
i－－25

誤
認九二

授）
か
ら
だ
と
み
ろ
れ
る。
こ
れ
が
自
必
要
の
な
い
時
は、
変え
な
い
乙
と
が

主義綴
重

量・
保
守

雪
裏
づ
け
る、
は
必
要
で
あ
る』
と
い
う
保
守
主
義
室

hJJUソ1bt
壬
な
ぱ
な
し
い
実
績
に
なっ
た
こ
と
は
明

智を信じ
て
い
る」
（
佐
藤
誠一二
郎氏

、
J

三日？P翫
ち
か
だ
ろ
うo

H
「
ボ
イ
ス」
四
月号）
と
し
て
改

問
、’

一
vd議越司
さ
ら
に、
猪
木
氏
自
号、

「
鳩
山

妻
ナ
上
げ
の
主
張
を
し
て
い
る
の
で

「泌総際機：一期
一

監
が
富
党総
裁
と
し
て
政
界
あ
る。

ぷ織機械戦
山間駐日日
立刊
誌「ト対日町
計十日
現代

立
場
は
「
民
主
社
会
主
義
者
の
霊」

震
と
の
あ
い
だ
の
政
争
に
お
い
て、

ね
は
非
武
装中
立
論
者
を
「
観
高
平

（
高
坂
正
莞・
県
大
教
き
で
あ
り、

つ
ね
に±
畠
支
持
の
気
持
ち
を
持
ち
つ

型土
義
者」
と
呼
ぶ
の
に
対
比
し
て
い

六
O
年
に
民
社
党
が
結
成
さ
れ
た
と
き
づ
け
た」（
「
軍
事
大
国へ
の
幻相官
リ
る。
だ
が、
世
界
が
直
面
し
て
い
る
現

は、
猪
木
氏
は、
そ
の
思
柄拘的
中
心
で
私
の
祖
国き
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

状
は、乙
れ
ま
で
の
現
実主
義
者
た
ち

あっ
た
か
ら
だ0

5、
心
情
的
に
は
吉
田
本
流に
近
づ
け
の
分
析と
評価
の
ワ
ク
を
超え
て、
大

ま
た、
猪
木
氏
を
知
る
防
衛
専
門
家
る
潜
在
的
要
素
は
あ
っ
た
わ
け
だ。

き
く
恋串劃
し
て
い
る。

の
聞
に、「
い
つ
も
日
当
た
り
の
よ
い
と

防
衛大
学
校
長
は、
第
三
次
佐
藤

こ
う
し
た
H
猪
木
グ
ル
ー
プH
の
聞

こ
ろ
に
い
る、
ヒマ
ワ
リ
の
よ
う
な
人」
内
閣
の
中
曾
偲
防
僅庁
長
官
時
伐
だっ

題
点
に
つ
い
て
次
回
か
ら
み
て
み
よ

と
い
う
批
評
も
あ
お
ほ
ど
で、
必
ず
し
た。
以
後
八
年
間、
防
大
校
長
を
務
め、
ぅ。

（
憲法
問
題
取
材
班）

も
そ
の
評判
は
よ
く
な
い。
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